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司
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私たちの
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平成9年1月9日（木）
午前9時から午後4時まで

イトーヨーカド一高萩店前

Oとき

Oところ

鳶
肛

手話で

聴覚障害者との交流

丹
拠
出
瀕
輻
翠
弾
篭
顎
爵

は
も
愛
の
贈
り
物
０

慧議識溌誹
露周子

琴〃

さん（

砿
繩

、

、

句

心

″

〃

ぃ
？
、
￥
』
萩

ル
嵩窪鍾f蕊

韓
堆
韓
宙
弾
騨
斡
韓
諏
栴
輪
齢
銘
呼）

識

鱗
灘

蕊

滞

蝋

稗

擁

群

鈩

遡

吋
叫
姓
離
凝

I
手話をとおして聴覚障害者

との交流を深めている手話

サークル。昭和56年に結成さ

れ、現在の会員は20人。聴覚

障害者の会員も4人いて、毎

週水曜日の練習には、講師と

して参加しています。

取材で訪れたこの日は、音

楽に合わせてその歌詞を手話

で伝える練習中。 「聴覚障害

者のみなさんは、音楽を聞く

ことはできませんが、私たち

の手話といっしょに体でじょ

うずにリズムをとることがで

きます」 と豊田さん。今月開

かれるクリスマス会に向けた

練習が続いています。

識乳謂
脅窪武藍

威
１
蹄
砒

…た綴っ趨論f鯛淳一趣ょ誌
似
蕊
罫
恥
韓
喀

献血は、患者さんの生命を守ることをすべてに

優先させた愛の活動です。近年は輸血技術の進歩

を背景に、高度な医療技術に応える400mQ献血が

新しい献血のあり方として定着しています。

市では高萩献血連合会の主催で、毎年献血感謝

デーを開いています。みなさんのあたたかい善意

と協力をお願いします。

誇
蕊
韓
禅
謡
戦
零
輔
燕
独
韓
瞳
瞳

ー

雛

18歳以上の人は､400m蹴血を.“
鳶

200m2献血に比べ､ :400m2献血は患者さんの輸血に

伴う感染症などの副作用を大幅に減少させることが

できます｡ 18歳以上で体重が50kg以上あればできま

すので、みなさんの協力をお願いします。

●問い合わせ先：保健センター壷24-2121

n画箇箇
鐡溌碓常 幹瀞淨<ギ輔輔識辮灘舞鞍融 輻串鯉 瀞〃澤錯配轄､ 斑､“漣輯舗

瀧懸愚疲露Tz嘱豈弱T呼詞爾認羅罵' 認 』 、､､蝉:

自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちをつくりましょう

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。

■
■
■
■
■

１
１
１
１
１
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司秋の叙勲と褒章

鵬
今
輝

勲
六
等
単
光
旭
日
章

藍

綬
褒

鈴病

章

日本アマチュアレスリング協会畠|｣会長､専務理事

塩手満夫さん(安良川）
大学卒業後から協会の役員として運営面

に携わり、アマチュアレスリングの普及と

競技力の向上に多大な業績を残し、国際審

判員としても活躍してきました。

現在、 日本加工製紙株式会社代表取締役

社長として社業のかたわら、協会副会長の

ほか、 日本オリンピック委員会評議委員、

国際レスリング連盟名誉理事として世界を

舞台に活躍しています。

また、教育界においても、学校法人|||冒心

女子学園理事長、学校法人神奈川大学理事

など各界の要職を兼任しています。

［喜びの声］

今回の褒章は、私個人ではなくアマチュ

アレスリング界を代表していただいたもの

だと思っています。その意味では協会が評

価されたことのあらわれでもあり、これま

でのみなさんの協力に感謝しています。

レスリングは個人競技。こつこつと練習

を積み、力をつけたものが勝者となる世界

で、同じ失敗を繰り返したら強くなれませ

ん。それは企業経営にも通じることで、そ

んなところが魅力ですね。

これからは世界で活躍できる選手を－人

でも多く育てていきたいと思っています。

鈴木文一さん(東本町）

昭和15年、東京鉄道教習所に入り、翌年

水戸駅電信掛に就いて以来、 41年余の国鉄

（現JR)職員として活躍しました。この

間、高萩駅や土浦駅、水戸駅の助役、磐城

守山駅、植田駅の駅長、水戸東運輸長補佐

などの要職を歴任し、管理職歴は22年余に

もなります。職務では常に安全な輸送業務

に精励し、現場の管理者として業務の近代

化や合理化にも努め、多大な功績を残して

きました。

［喜びの声］

石炭産業が全盛期の時代は高萩駅や川尻

駅。貨物輸送の近代化、時刻大改正、構内

継電化の時は土浦駅。とにかく忙しい所ば

かりに赴任していたことを思い出します。

昭和30年代の高萩駅や川尻駅の構内では、

石炭を積み込んだたくさんの貨車の組み替

えがあって忙しかったものの、その分活気

もありましたね。

安全で確実な鉄道輸送という自分の仕事

が41年間も続けてこられたのは、当時の職

場のみなさんの協力があったからだと思っ

ています。今回の叙勲にあたっては、その

みなさんに感謝したい気持ちでいっぱいで

す。

ー

ー

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
永
年
に
わ
た
っ
て
地
道
な
活
動
を

続
け
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
人
。
そ
し
て
こ
の
道

一
筋
に
か
け
て
精
力
的
に
活
動
し
て
こ
ら
れ
た
人
。
み
な

さ
ん
の
功
績
が
、
今
輝
い
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
叙
勲
・
褒
章
や
大
臣
表
彰
、
市
民
表

彰
・
褒
賞
、
そ
し
て
各
種
団
体
の
表
彰
な
ど
、
数
多
く
の

業
績
を
残
し
表
彰
さ
れ
た
み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

大臣表彰

香
川
県
で
開
か
れ
た
全
国
食
生
活
改
善

大
会
で
、
千
葉
き
く
の
さ
ん
が
栄
養
改
善

事
業
の
功
績
に
よ
り
厚
生
大
臣
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
千
葉
さ
ん
の
三
○

年
余
に
わ
た
る
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し

て
の
献
身
的
な
活
動
と
そ
の
功
績
に
対
し

て
授
与
さ
れ
た
も
の
で
す
。

［
喜
び
の
声
］

地
域
の
み
な
さ
ん
は
健
康
へ
の
関
心
が

高
い
の
で
、
私
の
活
動
を
よ
く
理
解
し
、

協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

や
っ
て
こ
れ
た
の
も
、
そ
ん
な
み
な
さ
ん

の
お
陰
で
す
。
ま
た
、
私
自
身
今
日
ま
で

大
き
な
病
気
を
し
な
い
で
こ
れ
た
の
も
、

食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
の
活
動
が
あ

っ
た
た
め
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

栄
養
改
善
事
業
で

厚
生
大
臣
表
彰

1
1

甥蝿

千葉きくのさん
（高戸）

3



｜ －市民表彰と市民褒賞

永
年
の
功
績
を
た
た
え
ま
す
。

高
萩
市
商
工
会
理
事
と
し
て
商
工
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
、

ま
た
、
協
同
組
合
高
萩
青
果
市
場
理
事
長
、
高
萩
ス
タ
ン
プ
会

副
会
長
と
し
て
本
市
商
業
の
進
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

多
年
に
わ
た
り
高
萩
市
建
設
協
力
会
会
長
及
び
役
員
と
し
て
、

本
市
の
建
設
業
界
の
発
展
に
寄
与
し
、
さ
ら
に
後
継
者
の
育
成

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
市
政
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
て
き
た
み
な
さ
ん
を
表
彰
す
る
第
二
三
回
市
民

表
彰
・
褒
賞
式
が
一
一
月
二
二
日
園
に
市
役
所
で
開
か
れ

ま
し
た
。
式
で
は
大
久
保
市
長
が
一
○
人
と
三
団
体
の
み

な
さ
ん
に
表
彰
状
及
び
褒
賞
状
を
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た

た
え
ま
し
た
。

市
民
表
彰

｜

》

昭
和
蝿
年
か
ら
現
在
ま
で
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
画

市
の
福
祉
行
政
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
の
総
務
と
し
て
会
の
運
営
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

人よりは多少長くやってい

るのかなという思いがある

ものの、民生委員児菫委員

として当たり前の仕事をし

てきただけなので、ちょっ

と気恥ずかしいですね。

消
防
団
員
と
し
て
、
昭
和
鋤
年
か
ら
平
成
７
年
ま
で
の
狐
年
多
年
に
わ
た
り
、
と
う
ろ
う
流
し
と
花
火
大
会
を
積
極
的
に

余
に
わ
た
り
消
防
職
務
に
精
励
さ
れ
、
消
防
行
政
の
発
展
に
貢
企
画
運
営
す
る
な
ど
、
思
い
や
り
の
あ
る
あ
た
た
か
い
ま
ち
づ

献
、
こ
の
間
団
長
及
び
副
団
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
く
り
推
進
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
員
と
し
て
本
市
の
統
計
事
業
の
推
昭
和
“
年
か
ら
現
在
ま
で
、
高
萩
青
色
申
告
会
役
員
と
し
て

進
に
尽
力
さ
れ
、
国
勢
調
査
に
あ
っ
て
は
、
昭
和
蛎
年
か
ら
連
本
市
の
税
務
行
政
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
、
現
在
、
会
長
と
し
て

続
岨
回
従
事
さ
れ
ま
し
た
。
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

まきつく｡、

穂積政次さん(上手綱）
｛りさたけ

北條千丈さん(本町）

それぞれの分団が地域の安

全と財産の保護という奉仕

の気持ちに立って活動して

いただいたので、無事役目

を果たすことができたと思

っています｡

国勢調査は、あっという間

の50年という感じです。調

査はみなさんの協力がなけ

ればできないので、ここま

でやってこれたのもみなさ

んのお陰です｡

ｰ

多
年
に
わ
た
り
、
医
師
と
し
て
地
域
医
療
の
発
展
に
貢
献
す

る
と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
と
し
て
国
民

健
康
保
険
事
業
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

大高恭介さん(高戸） 寺門庄二さん(東本町）浦丼利雄さん(安良川）

私個人ではなく、事業を主

催する明るい社会づくり推

進協議会の受賞だと思って

います。諸先輩のみなさん

や市、各種団体のご協力に

深く感謝しています。

会員が年々少なくなってき

ているのでちょっと寂しい

ですが、効率的で公正な税

務行政の推進のために、こ

れからも努力したいと思っ

ています。

医師会の協力をいただきな

がら、地域のみなさんの健

康増進の手助けをしてきま

したが、私の立場として当

たり前のことをしてきただ

けだと思っています。

M|
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［

昭
和
弱
年
か
ら
現
在
ま
で
、
青
少
年
相
談
貝
と
し
て
青
少
年
の

非
行
防
止
・
健
全
育
成
活
動
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
青
少
年
相

談
貝
協
議
会
の
役
員
と
し
て
会
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

房
隆
農
業
生
産
の
基
盤
の
整
備
を

車
厘
積
極
的
に
推
進
し
、
河
川
改
修

畑
》
峠
榊
鋤
恥
聯
邦
紳
鍵
柚
迩
峨

蹴
化
と
水
災
害
の
防
止
に
尽
力
さ

流
れ
ま
し
た
。 市

民
褒
賞

花舅川土地改良は､河川改修とほ場整備を並行し

て進めてきましたbこの事業が無事終了したのは、
地権者の協力と役職員のたゆまぬ努力の結果です。’

萩市文化交流会

文
化
活
動
を
通
し
て

新
庄
市
と
の
友
好
都
市

に
貢
献
さ
れ
、
市
民
相

を
深
め
る
と
と
も
に
、

慰
問
活
動
を
行
い
地
域
文
化
と
福

祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

蕊
ー

多
年
に
わ
た
り
、
高
萩
地
区
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
会
長

と
し
て
会
の
運
営
に
あ
た
り
、
交
通
事
故
防
止
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。口襄襄簔謹

、
山
形
県

盟
約
締
結

互
の
交
流

発
表
会
や

私たちの交流がきっかけで､新庄市と友好都市盟約
を結ぶことになったのはうれしいですね。これか

らもさらに交流を深めていきたいと思っています。

識
口

今
云
結
成
以
来
、
視
覚

の
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

↑
反
「
た
か
は
ぎ
」
を
は

淵
岬
嘩
癖
諦
ｕ
律
岬
唾

４
．
動
に
尽
力
さ
れ
て
い

１

域
に
根
ざ
し
た
幅
広

「
た
か
は
ぎ
」
を
は
視
覚
障い

福
祉
活

動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

じ
め
数
々

和田ヤス子さん(秋山）

会員のみなさんがいただい

た褒賞だと思って~います。

「交通安全は家庭から」を

害
者
と

行
い
、
地

に
、
市
報

モットーにこれからも交通

事故のないまちづくりに取
り組んでいこうと思います。

これまで長くやってこられたのは:ﾔ会員のみなさん
のお陰です。これからはパソコンを使って点訳の
いろいろなサービスを提供していきたいですね。

ー

’

市
内
の
事
業
所
に
永
く
勤
め
ら
れ
た
み
な
さ
ん
と

優
良
従
業
員
の
表
彰
が
、
市
商
工
会
の
主
催
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
永
年
勤
続
で
は
五
年
か
ら
三
五
年
ま
で

の
五
年
ご
と
に
一
○
三
人
が
受
賞
し
、
市
商
工
会
長

賞
の
ほ
か
、
勤
続
年
数
に
よ
り
市
長
賞
や
県
商
工
労

働
部
長
賞
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
優
良
従
業

員
で
は
五
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

一

て
き
た
大
越
猛
さ
ん
が
、
交
通
安
全
功
労
者
と
し
て

知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
「
民
間
交
通
指
導
隊

で
の
活
動
は
約
二
○
年
。
こ
れ
か
ら
も
隊
員
の
力
を

合
わ
せ
て
交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
き
た
い
」
と
大
越
さ
ん
。

譲
難
勤
総
及
び
慶
礎
雛
禦
農
表
彰
一

蕊
篭
蕊
全
功
謝
謹
錨
事
蒙
彰

；鍵識

口
同
高
萩
地
区
交
通

高
安
全
協
会
の
役
員

Ｉノ
と
し
て
、
ま
た
民

部
間
交
通
指
導
隊
長

猛
と
し
て
街
頭
立
哨

越
指
導
や
夜
間
パ
ト

大
ロ
ー
ル
な
ど
献
身

的
な
活
動
を
行
っ

｜

口

5



がんばった人に

岬
鱗 譲雲綱 鍵仇州叫1 ､叫州A 肺ij 岨

一

そぴうた」から「いるか」と「かぞえうた」の2曲を発表

しました。 「みんなが心を一つにして練習した成果だと思

います。今年は全国大会の金賞を狙っていました」と部長

の国井江梨子さん（3年)。また指導にあたった菊池さと

み先生は、 「チームワークのすばらしさが賞に結びついた

と思っています」と受賞の喜びを話していました。

識鬮識織職蕊騨灘鋤i鱗鰯驚蕊蕊溌鶴

高萩中学校合唱クラブが第49回全日本合唱コンクール全

国大会に出場し、最高賞の金賞を受賞。この大会は10月26

日(土) ｡27日（日）に京都コンサートホールで開かれ、同ク

ラブは関東支部代表として出場。女声合唱組曲「ことばあ

ー

鴎』制螂 Ⅱ ¥州Ⅵ冊 靴 f』ﾘ唖 ﾘﾘ 『 A 津
螺…豚 (〆『 郷Wh 1 Ⅲ）恥州帆 H蝋職職

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
県
内
の
小
・
中
・
高
校
四
六

八
校
か
ら
一
六
，
八
七
三
点
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
中
で
明
珍
将
大
さ
ん
の
作
品
が
小
学
校
の
部
の
特
選

に
入
賞
し
、
中
央
審
査
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

■
最
優
秀
賞
（
知
事
賞
）

繍繍騨撚聯蝋淡

…
灘
瀞
篝

通
安
全
ボ
ス
観
恋
搾
晶
で

織･菫ミ
’

墨

撚繩蝋蕊蝋鍵鬮
; 』 ＃ ､ ？:f 聯,Y“曲

弔
親
の
蘆
が
巣
で
ひ
な
を

叫
守
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を

剛
描
き
ま
し
た
。
木
や
烏

舩
を
塗
る
と
き
に
は
み
出

弘
さ
い
よ
う
に
気
を
つ
け

恥
大
ま
し
た
。
野
鳥
は
好
き

奉
辮
で
す
が
中
で
も
蘆
が

王明
大
好
き
で
す
。

ｊ年
子
ど
も
が
急
に
道
路
に

５小
飛
び
出
し
た
の
を
見
て

諏
危
な
い
と
思
っ
た
こ
と

Ｋ
が
あ
り
、
そ
ん
な
状
況

ｆさ
を
思
い
出
し
な
が
ら
描

太
き
ま
し
た
。
文
字
の
入

職
れ
方
が
む
ず
か
し
か
っ

山
た
で
す
ね
。

ー

雛蛎騨 洲蝋柵綱 #蝋I 蹴繊醐糾綱 剛

■
佳
作

澪
津
識
露
鐸
癖
譲
蝉
郵
雰
垂
蓉
溌
繧
蕊
嶽
蝉
錘
鍛
癖
露
悪
鐸

町f 州

ん
子
ど
も
が
車
に
ぶ
つ
か

け
維
弔
り
そ
う
に
な
る
絵
を
描

碑
車
６
き
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー

”
》
尉
詑
弛
壺
酌
巨
牽
迅
魏
酎

を
使
っ
て
描
き
ま
し
た
。

ん
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の

碇
弔
記
念
樹
を
お
母
さ
ん
と

拒
輕
二
人
で
植
え
て
い
る
様

Ｉ
萩
子
を
描
き
ま
し
た
。
患

罫
信
い
通
り
に
描
け
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

菊地理恵さん

（松岡中3年）

ト
ラ
ッ
ク
か
ら
荷
物
が

恥
銅
落
ち
る
と
こ
ろ
を
描
き

て罐
酔
鏥
迅
亜
母
痙
恥
舘
一
主
睡

叩
舩
運
転
す
る
人
は
気
を
っ

Ｌ

け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

信
号
を
見
な
が
ら
道
路

を
渡
ろ
う
と
し
て
い
る

男
の
子
を
描
き
ま
し
た
、

文
字
や
信
号
を
目
立
た

せ
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ

と
考
え
ま
し
た
。

、
凸
Ｏ
－

Ｆ
Ｌ



毎
霞
鴎
隼
金
の
表
彰
Ｈ
蕊
壺
打

串に串

凸

》

〉

串

貼

貼

貼

睡
蔚
民
年
金
事
業
で
擬
侭
険
考
の
納
付
向
上
、

鼠 県
読
書
推
進
運
動
協
議
会
長

賞
を
受
賞
し
た

加
藤
晃
子
さ
ん

中
で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
る
ア

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

■
佳
作

皆
川
奈
津
子
さ
ん
（
高
萩
小
五
年
）

読
ん
だ
本
は
「
ブ
ン
ナ
よ
、
木

か
ら
お
り
て
こ
い
」
。
ブ
ン
ナ
と
い
う
ト
ノ
サ
マ
ガ

薑識皇.零

■
罎
誘
賞

鰯

雲
藤
梨
沙
さ
ん
（
高
萩
小
三
年
）

読
ん
だ
本
は
「
ズ
ー
ム
、
イ
ン
・

ア
ザ
ラ
シ
」
。
こ
の
本
を
読
ん
で
い
る
と
、
自
然
の 鍛
鮖
蕊
群

エ
ル
の
悲
し
い
話
で
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た

め
ら
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し

Ｈ
内
島
名
一
納
税
組
溌
、

罐
彰
↑
，
Ｊ
《
安
良
川
一
一
聴
鰄
迩
誇

「
第
三
○
回
茨
城
県
読
書
振
興
大
会
」
で
、

小
田
島
孝
さ
ん
（
下
手
綱
）
が
感
想
文
・
一

般
の
部
で
県
教
育
長
賞
を
、
ま
た
同
部
で
加

藤
晃
子
さ
ん
（
上
手
綱
）
が
県
読
書
推
進
運

動
協
議
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
「
通
学

途
中
の
電
車
の
中
が
読
書
の
時
間
。
気
軽
に

応
募
し
た
ら
い
き
な
り
受
賞
な
の
で
ま
だ
実

感
が
わ
き
ま
せ
ん
」
と
い
う
加
藤
さ
ん
の
読

ん
だ
本
は
、
五
木
寛
之
さ
ん
の
書
い
た
「
生

き
る
ヒ
ン
ト
３
」
で
し
た
。

’ 溌

鍛

織

鈴

鍬

謎

蝿

鮮

群

》

砿

縫
蝉
鰯

鏑
Ｔ

耳欝

ｰ

》
ゞ
鑿
堂
誌
↑
漁
鶴

謹
謹
澪

躍
蕊
癬
醗閏Ⅱ|奈>…ん

蓉
領
対
Ｆ
－篝

蜜

宝

ざ

ー｜
褒
鍵
納
税
貯
蓄
組
合
必
一

’ ■
県
知
事
表
彰

高
萩
藤
一
さ
ん
（
本
町
）
、
菊
地
佳
夫
さ
ん
（
福
平
）

■
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰
鈴
木
勝
一
さ
ん
（
下
君
田
）

■
通
商
産
業
大
臣
表
彰
（
工
業
統
計
調
査
）

株
式
会
社
シ
ン
｜
｜
シ
タ
ン
高
萩
本
社
工
場

■
労
働
大
臣
表
彰
（
毎
月
勤
労
統
計
調
査
）

日
本
加
工
製
紙
株
式
会
社
高
萩
工
場

■
県
統
計
グ
｜
フ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

ロ
県
議
会
議
長
賞
［
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
佳
作
］

鈴
木
理
恵
さ
ん
と
福
谷
絵
美
さ
ん
（
松
岡
中
）

口
県
統
計
協
会
総
裁
賞
松
本
晃
さ
ん
（
高
萩
中
）

口
優
秀
校
賞
松
岡
中
学
校

灘
蕊
議
一

、

嘘舛設

僻期

、

趣
無
職
県
北
地
区
撚
瀞
穴
会
で
表
彰

薑

小
松
幸
喜
（
南
町
一
）
、
柴
田
栄
（
肥
前
町
第
一
）
、

中
村
由
雄
（
松
波
町
）
、
酒
井
信
（
さ
ざ
な
み
）
、
永
山

き
よ
じ

捷
平
（
高
萩
市
医
師
）
、
神
代
清
二
（
川
側
下
）
、
金
澤

よ
し
い
ち

一
男
（
牧
場
）
、
鈴
木
義
一
（
横
川
上
）
、
作
間
洋
三

（
石
滝
団
地
第
三
）
、
飯
田
幹
男
（
秋
山
和
楽
）

睦
、
台
高
萩
上
、
安

良
川
一
一
、
安
良
川
四
、

三
夜
講
、
島
名
上
、
和

野
、
本
町
四
、
北
町
十
、

高
浜
３
ノ
２
、
有
明
町

第
一
、
行
人
塚
一
、
川

側
上
、
萩
ケ
丘
第
二
、

有
明
町
二
の
東’

1

ー

麹向 岬可 鳴門, J ､ 村羊 芯 J 串 時譜甲きり 齢 、 Vn V 』…T L ’

司
淵
隠
関
撚
罰
標
語
で

罹 湖率

》
ほ
蠅
壺
Ｊ

■
関
東
信
越
国
税
局
長
賞
佳
作

納
税
が
明
る
い
未
来
育
て
ま
す

郡
山
綾
子
（
高
萩
中
三
年
）

■
茨
城
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

見
つ
け
た
よ
暮
ら
し
の
中
に
み
ん
な
の
税

時
崎
香
織
（
高
萩
中
三
年
）

■
高
萩
市
長
賞

あ
な
た
の
税
生
か
さ
れ
て
ま
す
こ
の
町
に

菊
地
透
（
秋
山
中
一
年
）

■
国
税
モ
｜
｜
タ
ー
賞

税
金
は
未
来
の
夢
に
か
け
る
橋

宮
川
郁
美
（
松
岡
中
二
年
）

■
日
立
税
務
署
管
内
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
當

ゆ
嘗
つ
ま

鈴
木
悠
真
（
高
萩
中
一
年
）
、
大
武
涼
子
（
秋
山
中
三

年
）
、
菊
地
由
美
恵
（
秋
山
中
二
年
）
、
鈴
木
正
明
（
君

田
中
二
年
）

■
日
立
税
務
署
長
賞

あ
ゆ
み

田
所
俊
幸
（
高
萩
中
一
一
一
年
）
、
皆
川
歩
（
高
萩
中
三
年
）
、

こ
毎
つ
じ

鈴
木
康
二
（
高
萩
中
一
年
）
、
佐
久
間
綾
乃
（
秋
山
中

め
ぐ
み

一
年
）
、
中
野
惠
美
（
松
岡
中
一
年
）

税
の
知
識
や
役
割
を
理

解
し
、
税
務
行
政
へ
の
信

頼
を
高
め
る
「
税
を
知
る

週
間
」
二
一
月
一
日
’

一
七
日
）
に
、
「
税
の
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
行
わ

れ
、
次
の
み
な
さ
ん
が
入

賞
し
ま
し
た
。

市
役
所
税
務
課
で
は
、

こ
の
入
選
作
品
を
来
年
度

の
税
務
通
知
の
封
筒
に
印

刷
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

誉溌職
篭

7



牌

蒙
鶏灘

夢

鱗：

零

時
代
に
合
っ
た

鐘
翁
輔

、

、

＄

〉

患

諦

縫

壁
溌
鶴
恥
鰯

／
、 し
い
施
設
造
り
へ

、~、
、可
、

一一

一
一

、

＝己:塗

家庭から出たゴミ量の推移

た浴場や多 |多室などが併設されています日
収集人口(高萩市と十王町

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
二
月
縮
ス
収
ラ

に
、
秋
山
の
和
野
地
区
と
上
手
綱
の

で
プ
類

千
代
田
地
区
の
み
な
さ
ん
と
、
新
し

機
た
ク

容
れ
シ

い
ゴ
ミ
処
理
施
設
を
見
学
し
て
き
ま

減
さ
チ

し
た
。新
し
い
施
設
で
は
、
処
理
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

資
源
の
再
利
用
を
重
視
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に

余
熱
を
利
用
し
た
余
暇
施
設
も
併
設
さ
れ
て
お
り
、

市
民
の
憩
い
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
臭
い

な
ど
も
な
く
、
清
潔
で
明
る
い
雰
囲
気
の
施
設
は
、

ゴ
ミ
処
理
施
設
と
は
思
え
な
い
環
境
で
し
た
。

時
代
と
と
も
に
ゴ
ミ
は
、
「
処
理
す
る
」
と
い
う

考
え
か
ら
資
源
の
有
効
利
用
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど

「
利
用
す
る
」
と
い
う
考
え
方
に
変
化
し
、
そ
れ

ら
に
対
応
で
き
る
施
設
や
シ
ス
テ
ム
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
付
加
価
値
が
得
ら
れ
る
施
設

登
場
す
る
新
素
材
な
ど
の
一
般
廃
棄

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
か
ら

出
る
ゴ
ミ
の
量
は
、
予
測
を
は
る
か

に
超
え
る
も
の
で
、
そ
の
回
収
と
処

理
が
間
に
合
わ
な
い
状
況
で
す
。
さ

ら
に
、
建
設
後
一
五
年
が
経
過
し
た

今
、
同
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
炉
の
老
朽

化
や
不
燃
物
ゴ
ミ
を
埋
め
立
て
る
処

分
地
の
限
界
が
見
え
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
は
、
絶
え
る
こ
と
無
く
み
な
さ
ん
の
家
庭

か
ら
毎
日
出
ま
す
。
そ
れ
も
、
年
々
、
い
や
日
に

日
に
ゴ
ミ
は
増
え
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
は
、
高
萩
市
と
十
王
町
で
お
金
を
出
し
合

い
、
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

昭
和
五
六
年
に
建
設
さ
れ
た
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、

紙
・
布
類
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
砧
、
そ
し
て
年
々

登
場
す
る
新
素
材
な
ど
の
一
般
廃
棄
物
を
処
理
し

コ
ミ
を
「
処
理
す
る
」
か
ら

「
利
用
す
る
」
へ

ー

惨
壱
司
韮
卦
州
岬
州
ふ
い
帥
信
糾
碓
斗

ミ
を
手
作
業
で
取
り
出
す
た
め
に
、

人
手
を
増
や
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
一
○
月
に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
減

容
機
を
設
置
し
ま
し
た
。
不
燃
物
系
ゴ
ミ
（
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
や
ビ
ニ
ー
ル
類
）
は
、
減
容
機
で

容
積
を
約
四
分
の
一
に
収
縮
し
て
か
ら
埋
め
立
て

て
い
ま
す
。
で
も
、
減
容
機
に
入
れ
る
前
に
、
手

作
業
で
不
燃
物
ゴ
ミ
の
中
に
混
入
し
て
い
る
缶
な

ど
の
資
源
物
を
取
り
出
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
施

設
が
出
来
る
ま
で
の
間
は
、
古
く
な
っ
た
施
設
を

大
事
に
使
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す

で
す
か
ら
、
各
家
庭
の
み
な
さ
ん
、
ゴ
ミ
の
分
別

は
、
し
っ
か
り
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

表
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
一
三
年
前
と
比
べ
て

二
倍
近
い
ゴ
ミ
が
出
さ
れ
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
収

集
車
も
二
倍
以
上
の
台
数
に
増
や
し
て
対
応
し
て

へ
の
要
望
も
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
で
も
、
今
の
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
は
、
時
代
に
合
っ
た
ゴ
ミ
処
理
は
無
理
で
す
。

そ
こ
で
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
で
は
、
時

代
に
合
う
新
し
い
施
設
を
、
ぜ
ひ
造
り
た
い
と
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

古
い
施
設
を
大
事
に
使
う

た
め
に
も
分
別
が
大
切

い
ま
す
。

今
の
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
機
能

で
は
、
分
別
が
守
ら
れ
て
い
な
い
ゴ

ミ
を
そ
の
ま
ま
処
理
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
が

混
入
し
た
ま
ま
焼
却
炉
に
入
れ
る
と
、

炉
が
痛
み
ま
す
。
新
聞
紙
や
缶
類
が

混
入
し
た
ま
ま
処
分
地
に
入
れ
て
は
、

8

一

＝ずご虫公-＝
－』＜恥E,且ユ

収集車の稼働台数

1日平均のゴミ処理量

昭和57年度

10，817t

8,157台

36.0t

平成7年度

20，116t

17,881台

67．7t

49,429人
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篭謡駕

「高萩青果市場の第4回市場まつり 3日（日）



……
鐙

ゆういち

大崎宥一さん

（春日町）

二紀会同人

「古いもの、朽ち果てそ

うになった遺跡には、昔の

人の情念を感じる。そんな

気持ちを描きたい」と大崎

さん。九州の装飾古墳から始まさん。九州の装飾古墳から始ま

ま

言

量
弓巽

1Iil り、 インドのヒンズー教遺

跡、 メキシコのマヤ文明遺跡などを精力的に描き続け、現

在はイタリア南部の都市マテーラに魅せられています。広

大な石灰岩大地の石山を階段状に削り、その一つ一つに横

穴を開けたサッシ （洞窟住居） といわれる住居が連なるこ

の石の街は、 13世紀ごろに作られたもので、 1993年に世界

遺産として登録されています。 「ここでは化石が住居の壁

の中に見られることがあり、気の遠くなるような時の流れ

を感じることができます。太古の生物が石になり、壁と

なって現代によみがえる、そんな姿を描きたいと思ってい

ます」とその魅力を語ります。

「絵画では独自のものを作りたいと考えています。その

ためには先人の残した作品から学び、それを乗り越えたい

若いお母さんたちでつくるボランティア団体のママー

ズダイアリーが、特別養護老人ホーム松籟荘で利用者と

の交流会を行いました。会場では、楽器の演奏や歌、踊

りなどが披露され、演奏に合わせて歌を口づさむお年寄

りの姿も見られました。また、当日は松籟荘が行ってい

る恒例の誕生会の日にあたり、ママーズダイアリーのみ

なさんが作った手づくりのプレゼントも手渡されました
ー

挫当

…胎執菖郵 淵 皆 h - u 罰" " 品 』 晧罰…変ｬ唾廼副坤回 Lﾘ ■ ~ " rr銅 Tmn~｡雷雨 罰~生扁~『 ： ー

のですが、なかなか

思うようにはいかな

いですね」と大崎さ

ん。イタリアの石の

街が与える驚きと感

動は、独自の作風を

作りつつあるようで

す。そして近年中に

三度目のマテーラ行

きが計画されていま

す。

叩
埋
珪
尋
斡
多
富
配
認
き
ぎ
篭
。
壼
畢
色
包

|I
原
鵬
腋
膳
嬢
擴
篭
鞍
患
華

野外活動や奉仕活動をとおして子どもたちの社会参加

を進めているボーイスカウト高萩第1団が発足して20年

を迎え、高萩小学校体育館で記念式典が行われました。

当日は約200人が出席する中、 「これまでの実績を礎に、

さらなる活動を展開していきたい」 と団委員長の横山正

貢さん（大和町）があいさつ。終了後は、 日立地区の8

団体が参加して野外フェスティバルが開かれました。

ーｲ
石の街し

(第50回記念二紀展）

［

|’t1 ． 27H( I 1} :

毒
、
、
レ
ト
ト
ー
Ｉ
ド
」

’
■

ｱｳﾄドｱﾌｪｱで一日襟しも 10M2611(

瀞
’

州帆聯画ｸﾗ作品展
開催中～12月20日（金）

+

「 北茨城ちぎり絵会作品展 ｜ 北茨城山の会｢山岳写真展」

12月26日(刺~平成9年1月19日旧) ’ 12月6日(金)～12月13日(金）
土

10



蕊
譲鍵譲鍵鱗鐵濃鯉鐵総議

学園都市で開かれた第16回ホン

ノパワー燃費競技全国大会に同

動車部が出場。この大会は50cc

ジンを積んだ車と14のガソリ

れだけ走れるかを競うもので、

は3回目の出場。今回は2台製

うちの1台が完走し、 268klnと

れまでの最高記録を作りました

は500kmを目指します」という
ゆき

通さん（1年・上手綱）の挑戦

まだ続きます。

筑波

ダエコ

校の自

のエン

ンでど

同校で

作した

いうこ

｢来霞
根本貴

はまだ

，ガソリン1 4で268km l
10月19日出･ 20H旧）

●

N|’ ’ 県立高萩工業高等学校が活躍ノ

!｢空繍獺獅読Ⅱ
県内の工業高校が参加して行われた

生徒研究発表会で、同校の「空缶つぶ

し機」が最優秀賞を受賞。山形県で開

かれた全国産業教育フェアに県代表と

して参加しました。この「空缶つぶし

機」は、空缶がつぶれていく過程がよ

く見えるため、実演では好評を得てい

ました。 「構造が簡単な上に、部品の

加工と組み立てのすべてが手作りだっ

たところが評価されたようです」と指

導にあたった小椋忠夫先生。

』 NV1』 NV1

7

ー

§

；

蕊熱 ＃＃溌灘蕊I“ I蕊蕊溌蝿ill篭

社会福祉協議会東地区北支部では、 ビーチガーデンに約150

人のお年寄りを招待して敬老会を開きました。会場では「みな

さん、長生きしてください」 と東小学校の児童の作文が朗読さ

れ、続いて歌や踊りなどが披露され楽しい一日を過ごしました。

｢お年寄りのみなさんは毎年楽しみに待っています｡これからも

長く続けていきたいですね｣と支部長の伊藤房男さん(東本町)。

臥
刷
（
（
可

人と文化の交差

一

鶏
鶴
鍵
懇
蕊
蕊
蕊
騨
浄
鎌

Ｏ

橋
は
人
を
、
水
を
、
車
姦
、
鉄
道
を
運
び
、
夢
や
理
想
を
伝
え
て
い
ま
茸
”

II |；’ ’菖悪識母君日篝 税務署長蕊幽麗 醗懲nHIM)

露 税を知る週間に合わせて、陶

芸家の下l11田昌右さん（上手

綱）が日立税務署の一日税務署

長に委l嘱されました。署長の鈴

木由夫さんから引継ぎを受けた

下山田さんは､｢税の役割を正し

く理解し、身近に感じられるよ

うお手伝いしたい」と職員を前

に訓示。その後、国税モニター

や税務行政協力会役員などのみ

なさんと座談会を開きました。

…
一

貢壷；

ー

国道461号を西進し、 カーブの多い道

を登って行くと花貫ダムの景観が開けま

す。そしてさらに進むと、真っ直ぐ、な道

とともに赤い橋が目の前に飛び込んでき

ます。これが名馬里橋。この橋は花貫ダ

ムの建設により付け替え道路として造ら

れた橋で、その大きさや偉容からこの地

域のランドマークとなっています。昭和

45年にできたこの橋は、延長74.9メート

ルで弓状の桁は赤く彩られ、 ダム湖を見

おろすように建っています。

この橋を渡るとそこはもう花貫渓谷。

新緑や紅葉、大地を潤す豊かな清流、そ

してたくさんの野鳥が飛び交うこの渓谷

の案内役のように見えますが、渓谷の自

然を守る仁王のようにも見えます。

師
開
際
の
参
の
丁

一

溝
が
国
も
が
育
終
。

を
会
市
た
人
教
や
た

ん
流
萩
っ
鋤
の
演
し

さ
交
高
行
約
ス
講
ま

ク
化
は
て
ど
り
の
み

一
文
れ
し
な
ギ
て
し

マ
際
こ
催
員
イ
い
楽

・
国
・
主
会
と
つ
を

ン
、
た
が
は
本
に
会

力
て
し
会
日
日
ど
流

ン
い
ま
協
当
、
な
交

轆

ダ
招
れ
流
、
し
い
の

に
か
交
で
加
違
後

Ｉ

蕊
Ｉ
ｊ旧Ⅲ 日０１月

鞆
叩
、
防
恥
》
弱
恥
》
稚
“

、

蕊Ｉ！

織譲…鍵驚議蕊蕊鍵議蕊
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圏圀園仕事ですか?。

農業経営を目指してい議す｜
生産性の高い

農林課農業土木係

内線452

効率的な農業を営むために重要

な農業基盤の整備に取り組んで

います。また、特産品の生産振

興や流涌体制の確方も図ってい

きます。画ゴ

●農林課農業土木係長
ひろかつ

坂場博一

●聞き手

伊藤俊子さん

（安良川）

Ｑ
・
農
業
用
の
水
路
の
整
備
が
、
進
ん

で
い
る
よ
う
で
す
が
、
今
は
、
ど
こ

の
地
区
を
整
備
し
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ
・
二
七
か
所
の
水
路
工
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
工
事
は
、
稲
刈
り
の
終

わ
っ
た
時
期
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
，
工
事
箇
所
が
多
い
で
す
ね
。

Ａ
，
は
い
、
各
地
区
か
ら
水
路
の
改
修

工
事
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

計
画
的
に
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
あ
わ
せ
て
約
二
．
七
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
九
月
の
台
風
一
七
号
に
よ

る
災
害
箇
所
に
つ
い
て
も
国
の
予
算

が
付
き
ま
し
た
の
で
、
同
時
に
進
め

て
い
く
予
定
で
す
。

Ｑ
，
地
元
で
農
道
や
水
路
の
整
備
を
行

う
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
資
材

ｰ

とつI丁／v

台風17号の被害を受けた福平の桃源地区の河↓|』。
国の予算が付き、護岸工事と流されて崩れた堰

の改修が、 これから行われます。

な
ど
の
提
供
を
お
願
い
す
る
の
で
す

が
、
十
分
に
は
な
い
の
で
す
か
。

Ａ
・
は
い
、
限
り
あ
る
予
算
に
対
し
て

二
二
の
常
設
区
か
ら
要
望
が
出
ま
す

の
で
、
均
衡
を
図
っ
て
い
ま
す
。
農

家
の
み
な
さ
ん
の
効
率
的
な
農
業
環

境
づ
く
り
へ
の
姿
勢
に
は
、
い
つ
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
，
農
業
経
営
に
は
、
み
な
さ
ん
熱
心

で
す
よ
。
私
も
夫
と
と
も
に
田
畑
と

畜
産
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り

水
路
や
農
道
が
整
備
さ
れ
た
農
地
は

使
い
易
い
で
す
ね
。
ま
た
、
ほ
場
整

備
さ
れ
た
田
は
、
大
型
機
械
で
効
率

良
く
仕
事
が
で
き
ま
す
し
、
労
働
力

の
省
力
化
も
図
ら
れ
快
適
で
す
。

他
に
、
農
林
課
で
は
、
ど
ん
な
仕

事
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ
・
農
林
課
は
、
五
つ
の
係
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。
水
路
や
農
道
な
ど
の
整

備
は
、
農
業
土
木
係
の
仕
事
で
す
。

田
の
ほ
場
整
備
は
土
地
改
良
係
で
、

米
の
生
産
調
整
や
林
道
の
整
備
な
ど

の
農
政
面
は
農
林
係
で
す
。
肉
用
牛

や
酪
農
の
生
産
振
興
な
ど
は
畜
産
係
。

そ
し
て
、
土
地
の
境
界
調
査
に
あ
た

る
の
が
、
地
籍
調
査
係
で
す
。

Ｑ
・
農
林
課
の
仕
事
は
、
広
範
囲
に
分

か
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら

は
、
食
糧
供
給
を
司
る
晨
業
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

特
に
若
い
人
に
は
、
農
業
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
機
会
が
あ
る
と
い

い
で
す
ね
。

ー
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､‐

かで、最後となる第3工区

の整備事業に取りかかるに

あたって、安全祈願祭が執

り行われました。今回の整

備面積は10.9ヘクタールで、

整地後の来年は転作による

大豆が、次の年からは稲を

作付けることになります。

○12/21…しめ縄作り

○1/5～6…親子スキー教室

○1/6…新年の賀詞交換会

○1/12…消防出初め式 ：＝

○1/15…第43回成人式

ー.

定資産税

市計画税

第3期）

／

／
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<2DK> <SDK>
市
営
住
宅
の
ご
利
用
を

リ

お
正
月
の
し
め
な
わ
作
り

新
築
し
た
花
貫
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。
入
居
に
あ
た
っ
て
は
、

●
と
き
肥
月
別
日
出
午
前
ｇ
時

釦
分
か
ら
。

●
会
場
中
央
公
民
館
。

●
受
講
料
無
料
。

●
募
集
人
員
印
人
。

●
締
切
り
肥
月
即
日
窃
ま
で
に
電

話
で
中
央
公
民
館
へ
。

○
中
央
公
民
館
恋
認
ｌ
州
刎
三
ｓ

ご
家
族
で
参
加
く
だ
さ
い
一

ｉ
手

蕊
駕
い
建
迩
露
議

|’’
’

L-- L

浴宰
く l

和室

1
｡

r－
l

I

－則 玄関
／

一

台所兼
食事室篝

Ｒ
ｕ
卿
Ｉ
■

洋室

和室和室
年
間
収
入
と
扶
養
家
族
人
数
に
よ
っ

て
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
住
宅
名
花
貫
住
宅
（
第
二
種
市

営
住
宅
）

●
場
所
高
浜
町
３
丁
目
６
２
番

地
の
１

●
募
集
戸
数
・
Ｂ
Ｄ
Ｋ
…
旧
戸

・
２
Ｄ
Ｋ
…
２
戸

●
申
込
期
間

旧
月
６
日
闇
か
ら
即
日
㈱
ま
で
。

●
家
賃
（
一
か
月
分
）

・
Ｂ
Ｄ
Ｋ
…
Ｂ
Ｂ
‘
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

・
２
Ｄ
Ｋ
…
３
１
‐
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

●
敷
金
家
賃
の
Ｂ
か
月
分
。

●
入
居
時
期
平
成
ｇ
年
２
月
初
旬
。

●
駐
車
場
一
か
月
２
，
Ｂ
Ｏ
Ｏ
円

（
住
宅
１
戸
に
つ
き
１
台
分
）
・

●
申
込
資
格
＊
市
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
し
、
同
居
し
よ
う
と
す
る

家
族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が
あ

者
を
含
む
）
が
あ

I

II

□□ベランダベランダ

~司

る
こ
と
。
た
だ
し
、

帥
歳
（
女
性
に
つ

い
て
は
印
歳
）
以

上
の
人
や
身
体
障

害
者
（
１
級
か
ら

４
級
）
な
ど
の
人

は
、
こ
の
限
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
市
町
村
民
税
を

滞
納
し
て
い
な

い
人
。

○
建
設
課
内
線
４
ｏ
三

ー

危
険
物
取
扱
者
の

保
安
講
習
会

親
子
ス
キ
ー
教
室

’

●
と
き
平
成
９
年
２
月
Ｂ
日
嗣

●
時
間
・
一
般
…
午
前
９
時
印
分
Ｉ
午
後

旧
時
釦
分

・
給
油
…
午
後
１
時
釦
分
ｌ
午
後

４
時
帥
分

●
会
場
日
立
市
多
賀
市
民
会
館

●
申
請
害
高
萩
市
・
十
王
町
事
務

組
合
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
。

●
受
付
日
平
成
９
年
１
月
Ⅲ
日
閏

午
前
Ⅲ
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。

●
と
き
平
成
ｇ
年
１
月
５
日
㈲
か

ら
６
日
側

●
と
こ
ろ
福
島
県
耶
麻
郡
北
塩
原

村
桧
原
『
グ
ラ
ン
デ
コ
・
ス
キ

ー
リ
ゾ
ー
ト
」

●
内
容
親
子
で
楽
し
む
ス
キ
ー
入

門

●
対
象
親
と
子
（
子
は
小
学
生
以
上
）
。

●
募
集
人
員
印
組
（
岫
人
）
。
定

員
を
超
え
た
と
き
は
抽
選
。

●
受
講
料
親
子
で
２
５
’
０
０
０
円

●
申
込
先
肥
月
叩
日
㈹
か
ら
Ⅳ
日

㈹
ま
で
に
、
受
講
料
を
添
え
て

市
民
体
育
館
へ
。

○
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

盗
詔
ｌ
イ
ィ
コ
ィ

○
市
民
体
育
館
恋
閉
’
三
三
ｓ
已

平
成
８
年
度
の
磯
期
講
習
会
で
す

ス
キ
ー
入
門
コ
ー
ス
で
す
露
…
璽

Ｐ
も
卜

|■■■

保
育
所
園
に
入
る

お
子
さ
ん
へ

ー

一

●募集人員
来
年
の
４
月
か
ら
保
育
所
側
に
入

る
お
子
さ
ん
の
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。
入
所
樹
の
基
準
や
保
育
料
の
問

い
合
わ
せ
は
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

●
受
付
期
間
平
成
ｇ
年
１
月
旧
日

嗣
か
ら
訓
日
勘
ま
で
。

●
受
付
場
所
福
祉
事
務
所
の
社
会

福
祉
係
。
申
請
書
類
も
同
係
で

交
付
し
ま
す
。

●
入
所
園
の
基
準
保
護
者
が
、
次

の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
家
庭
で

の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
で
す
。

・
昼
間
、
働
い
て
い
る
た
め

・
出
産
の
た
め

・
病
気
や
ケ
ガ
の
た
め

・
病
人
の
介
護
の
た
め
、
な
ど
。

●
受
付
場
所
茨
城
県
中
小
企
業
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
日
立
市
）

○
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
消
防

本
部
危
険
物
担
当

恋
盟
’
三
三
ｓ
Ｂ
内
線
三
三

急
議
蕊
蕊
蕊

本町3-56 1 60人
ー

同仁東保育園

聖徳保育園

鍵
織
鍵
蕊
謬
譲
謹

○福祉事務所内線==G

伽
癖辨
伽
恥
押
蕊
価
郵
却
一
》

畷
刷

塞

溌
一
羽
恋
民

一言
三

》

》

砥

一

毎

》

》

》

》

蕊
丑
子
市

蕊電一

美

美

駕一

廣

喜

蕊
一
鈴
大
蕊

一
溌
泌
冴
冴
識

御
嶽
狸
茨
卸

：
！
ｓ
恋
恋
溌
午
木
線

可
》
》
》
壁
拙
酔
》
》
鑪
砕

識
一
轆
癖
恥

》

》

》
》
鍛
一

》
雷
吃
時
含
蕊
讓

蕊
》
日
、
曉

鍵
》
の
田
３

》
蕊
こ
柵
一

一
一
一
一
一

霊

牽

畢
霊
嗜
溌

塞
毒
鍾
１

蕊
謹
霊
１

職
郁
》
準
》
》
》
》
蔀
職
シ
》

》
岬
岬
咋
》
識
》
》
一

14

高萩保育所

秋山保育所

松ヶ丘保育園

あおぞら保育園

島名2,l6l-’ ’ 60人
高浜N］

安良川
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家
屋
を
壊
し
た
ら
届
け
出
を

第
翅
回
新
春
高
萩
市
民

マ
ラ
ソ
ン
大
会

2 「
家
屋
を
取
り
壊
し
て
無
い
の
に
、

固
定
資
産
税
が
か
か
っ
て
い
る
」
…

と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
、
時
々
寄
せ

●
と
き
平
成
９
年
１
月
閉
日
側

●
開
会
式
午
前
９
時
か
ら
市
民
体

育
館
前
。

●
コ
ー
ス
市
内
一
円
。

●
対
象
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
市

内
に
勤
務
、
通
学
し
て
い
る
人
。

こ
れ
以
外
の
人
は
、
オ
ー
プ
ン

の
部
に
参
加
で
き
ま
す
。

●
種
目
２
ｍ
、
５
ｍ
、
Ⅲ
、
。

●
参
加
料

・
一
般
、
親
子
、
オ
ー
プ
ン

…
１
‐
５
０
０
円

・
小
・
中
学
生
、
高
校
生

…
…
５
０
０
円

●
申
込
先
平
成
９
年
１
月
Ⅲ
日
陶

ま
で
に
、
参
加
料
を
添
え
て
市

民
体
育
館
へ
。
た
だ
し
旧
月
記

日
附
か
ら
１
月
６
日
側
は
除
く
。

○
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

Ｂ
閉
ｉ
扣
扣
。
矧

○
市
民
体
育
館
狂
閉
‐
三
三
三
三

届
け
出
は
總
月
加
日
闇
ま
で
に

…
健
脚
を
競
溌
簿
萸
漣
さ
・
い口

７

1 .鍔{: $､…患

犬
と
ネ
コ
の
引
き
取
り
休
み

’

枢
月
訓
日
は
工
業
に
関

す
る
統
計
調
査
の
日

旧
月
副
日
出
か
ら
平
成
９
年
１
月

５
日
㈲
ま
で
は
、
犬
と
ネ
コ
の
引
き

取
り
が
休
み
に
な
り
ま
す
。

高
萩
市
で
の
犬
と
ネ
コ
の
引
き
取

り
は
、
毎
週
水
曜
日
に
市
役
所
敷
地

内
の
第
二
庁
舎
の
東
側
（
福
祉
事
務

工
業
統
計
調
査
は
、
『
工
業
の
国

勢
調
査
」
と
も
い
え
る
も
の
で
、
明

治
岨
年
か
ら
毎
年
肥
月
訓
日
現
在
で

調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
み
な
さ
ん
の
事
業
所
に
、

県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
、

調
査
票
の
記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま

す
。
年
末
年
始
の
お
忙
し
い
と
こ
ろ

お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
調
査

票
に
記
入
し
て
提
出
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

○
庶
務
課
内
線
。
荊
已

ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
家
屋
を
取
り
壊
し

た
人
は
、
『
家
屋
の
滅
失
届
」
に
記

入
し
て
、
旧
月
印
日
燭
ま
で
に
税
務

課
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
け

出
を
し
な
い
と
、
そ
の
ま
ま
固
定
資

産
税
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
税
務
課
内
線
三
ｐ
ｓ

騨
蚕
票
鰯
謡
式
惣
鶴
鰯
鍵
鐘
舞
い

』
弓
Ⅱ
ヨ
さ
工
差
こ
渇

』
注
意
く
だ
さ
い

ー
…

も夷』

年
末
年
始
の
ゴ
ミ
の
収
集

ム
ロ

叉

●
ゴ
ミ
の
収
集
旧
月
は
、
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
ど
お
り
加
日
側
ま
で

収
集
し
ま
す
。
年
末
は
、
大
量

に
ゴ
ミ
が
出
ま
す
の
で
、
一
度

に
出
さ
な
い
よ
う
に
計
画
を
立

て
て
ゴ
ミ
を
出
し
て
く
だ
さ
い
㈲

●
自
己
搬
入
の
ゴ
ミ
の
受
付
肥
月

は
、
釦
日
側
ま
で
収
集
し
ま
す
、

四
日
㈲
も
、
午
前
Ｂ
時
釦
分
か

ら
午
後
４
時
ま
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
１
月
４
日
出
は
、
午

前
Ｂ
時
釦
分
か
ら
午
前
川
時
釦

分
ま
で
で
、
６
日
側
か
ら
は
、

平
常
ど
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

●
持
ち
込
む
と
き
の
注
意
混
み
合

い
ま
す
の
で
手
間
取
ら
な
い
よ

う
に
、
可
燃
、
不
燃
、
資
源
、

粗
大
、
不
燃
性
粗
大
の
５
つ
に

分
別
し
、
速
や
か
に
降
ろ
せ
る

よ
う
に
積
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
・

分
別
方
法
は
、
収
集
カ
レ
ン
ダ

ー
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他
タ
イ
ヤ
や
廃
油
、
大
量

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
産
業

廃
棄
物
は
、
受
け
付
け
ま
せ
ん

所
わ
き
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。
年
末

年
始
の
水
曜
日
で
あ
る
旧
月
閉
日
と

平
成
９
年
１
月
１
日
は
、
回
収
し
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
生
活
環
境
課
内
線
ヨ
巳
三

○
茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

丑
口
三
ヨ
Ｇ
Ｉ
だ
Ｉ
刎
三
ロ
ロ

早
め
に
少
し
ず
つ
・
出
諺
．
逗
漁

市
で
は
、
成
人
を
迎
え
る
み
な
さ

ん
の
た
め
に
、
第
鳴
回
成
人
式
を
開

き
ま
す
。

成
人
を
迎
え
ら
れ
る
み
な
さ
ん
に

は
、
直
接
は
が
き
で
通
知
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
の
出
身
者

で
帰
郷
し
て
い
る
人
や
通
知
も
れ
の

あ
っ
た
み
な
さ
ん
も
、
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
出
席
く
だ
さ
い
。

●
と
き
平
成
９
年
１
月
旧
日
㈱

（
成
人
の
日
）
午
前
旧
時
か
ら
（

●
会
場
文
化
会
館
。

●
成
人
を
迎
え
る
人
昭
和
別
年
４

月
２
日
か
ら
昭
和
駝
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

○
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

冠
鍋
１
１
畑
コ
イ

:揮離辮
驚 ’1時から。 きき篭溌

濠●会場高萩ビーチガーデンの皇
蕊

露 エメラルドﾎｰﾙ。 き

き四送迎バｽのご利用を哩堂
f午前'0時30分に市役所玄関前発｡島

鑑識電弧鰈

第
媚
回
成
人
式
を
開
き
ま
す

3
の
で
、
そ
れ
ら
の
取
り
扱
い
店

で
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

○
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
猛
閑
ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｂ
Ｇ

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ー

-｢W

》

僥

恥

銅

雌

》

番
曲旧

一

一

七

一

畢

毎

込

！
萩
狂
ｌ
８
日
擬
一
幅

岬
》
吟
、
吉
同

談
月
／
鯛
“
灘
公

織
”
４
樋
１
鶴
到
帥
職
型

し
、
叩
“
”
、
》
。

》

癖
》
州
王
号
一

瀧
繩
錘
歪轆
韮
蕊
咋

獅
緬
蕊
時
窪
鍾
》
ク
垂
一
さ
禧

翻
Ⅲ

一

榊

哩

挙

恥

恥

弔

い

綴
二

一
一
蕊
／

織
蟻
３

Ｊ
Ｆ
咋
叶
許
生
錘
一
率

恥

姻

丘心

跡

》
畑
録
鋤
》
》
》
Ｊ
一
》
卵

睡
曇
雷
副
《
蕊
峠
三
群
伽

紳
、
坤
岬
蝿
叩

Ⅱ

絲
招

榊

軸

牝

叩

衲副
諏
心
包
社
弘
一
鞭
１
蕊
噸

＊”
￥

１

Ⅱ

へ

』

ゞ

陸

《

９

、

〆

蕊
蕊
後
一
線
《
前
セ
ー

》
一
口
雷
癖
挫
岬

織
酔
率
却
一

》
調

》
》
罹
》
口
三
騨
踊
搾
癌
》
唖

》
蝸
釘
唖
靹
》

談

溌
一
／
相

撫
幽
時
ｊ
課
鱗

鱸
輌
癖
準
癖
》
卯

叩

叩

ｗ

〈
四
○
″
」

識
一
午
一
内
恥
学
蕊
鵬

》
岬
栖
鵠
一
壬
一
部

舞
謡

穂

I|5



画ユ

平成9年1月から各年金共通の
基礎年金番号が

スタートします 、

ノ

ヘ
み
ん
な
の
年
金
を
一

一
守
る
鍵
に
な
る
よ
。
）

●『基礎年金番号』とは何ですか？

I
諄～

平成9年1月から始まる基礎年

金番号は、現在の年金番号を各制

度で共通して使えるようにするも

のです。

これまで別制度にまたがる被保

険者は、加入記録の確認や年金を

請求するときに、大変な労力と時

間がかかり、年金の請求までに一

苦労する人もいました。この基礎

年金番号がスタートするとそのよ

うな面倒が解消され、 さらに、届

け出を忘れたために未納期間とな

ってしまうことがないように、本

人への照会が、直接、社会保険業

務センターから送られるようにな

ります。

ください。送られた「基礎年金番

号通知書jは、年金手帳に添えて

おいてください。

⑭何か手続きは必要ですか？

生年金と共済加入者には、その

事業所へ一括して12月中旬ごろ

に郵送します。

◎平成8年10月1日以降12月27日

までの資格取得者や年金裁定を

行った人

平成9年2月ごろに送ります。

◎平成9年1月以降の年金加入者

国民年金加入者には市役所から、

厚生年金や共済の加入者には、

それぞれの事業所を通して、基

礎年金番号が付いた年金手帳を

交付します。

特別な手続きはありません。し

かし、郵送された書類で次のこと

に該当する人は、平成9年2月28

日閏までに同封のはがきを社会保

険業務センターへ送ってください。

・現在加入している年金以外の公

的年金に加入したことがある。

・同じ制度で2つ以上の記号、番

号を持っている。

ー,

9基礎年金番号職U書はいつ届くの？

◎現在、年金に加入している人

国民年金加入者には本人へ、厚

0これまでの年金手帳ばどうするの？

これまでどおり大切に保管して

’
第2号被保険者

厚生年金または共済組合に加入

している人’
第3号被保険者

第2号被保険者の20歳以上60歳

未満の被扶養配偶者

第1号被保険者

20歳以上60歳未満の農業、商工

業などの自営業者などと学生

●

事業主などを経由して、基礎年

金番号通知書を送付します。

●

直接、本人に基礎年金番号通知書を送付します。

論

》

》
一、

蕊蕊
]:砿齢務所息旧

高萩市役所保険年金課

a23-2111内線232

『基礎年金番号臨時相談電話』

フリーダイヤル盆0120-366-288

一

里萎禽ｊ
，
、
汚

屈
Ｉ詞

16



ハガキが届いたら手続きを
乳
幼
児
医
療
福
祉
制
度

畠

1， 2歳の子どもたちの医療

機関での医療費（保険診療内に

限る）は、来年の1月1日から

無料になります(所得制限あり)。

そこで、その対象となるご家庭

について、ハガキで通知します

ので手続きを取ってください。

●対象者への通知 12月中旬ご〉●対象者への通知 12月中旬ごろ送付します。

●手続き期間 12月24日 （火）から27H (金）

●手続き場所保険年金課

●手続きに必要なもの通知ハガキ、保険証、印鑑。

農※平成8年1月2日以降に高萩市に転入された社会

保険加入の人は、事業所発行の『平成7年分源泉

徴収票｣、 または税務課で通知しました｢平成8 1り

竺錐蝉f駕篭碁這

譲謹

年末年始の火災特別警戒を行います。

12月20日 （金）から1月10日 （金）

ー

みなさんの家庭では、年末や年始の準備など、

何かと慌ただしい時期を迎えることでしょうが、

は十分に注意してください。YユI ノJVｰH-L-j宙、し廷、 J－呈一 ￥ ○

これから

火の元に

蝿

蝋蝋
コンロや焚き火など、火を使用している時は、その場を

離れないようにしてください。その場を離れなければなら

ないときには、必ず火を完全に消してからにしましょう。

灘
高萩市消防出初め式

●とき平成9年1月12日 （日）

午前9時3()分から。

●会場高浜運動広場

○高萩市･幸王町事務組合消防本部窓22-2258

,月10日鰯は｢110番の日｣です“
・プレイガイド・

田所書店、仲屋書店、ヤマザキショップサカモト、モ

ンペリ上島名ねもと・高浜やおけん．せきね・川上か

ねこ（十王) 、ピアノマート （磯原) 、 日立市民会館、

文化会館

L一

･安心してつなぐ：かけ橋〃ひ番へどうぞ。
､相談は真心ダｲﾔﾙ＃ク〃

O嵩萩警察署γ窓24号0110
毒

かみね公園正月まつり
年
末
年
蛤
鰯
交
通
事
故
防
迩
嬢
民
運
動

｢きっぱりと飲んだら乗らぬ
強い意志」

◇とき平成9年1月2日(木)、

3日（金）

◇催し物と会場

★かみね動物園…干支(うし年）

の石けんプレゼント、動

物写生画展など。

★遊園地、 レジャーランド、ホ

リソンかみね、かみね市民プ

●飲酒運転を追放しよう

●ライトの早め点灯と反射

材を活用しよう

･ｼｰﾄベﾙﾄ着用を（1徹底しよう

張刎声
綜
墨

、
－ル…オリジナルカレンダープレゼント、餅つき

とおしるこプレゼント （レジャーランドで

2日のみ）など。

◆(財)日立市公園協会 恋()294-22-4737

12月10日（火）
1

1月10日(金）

／○つ 多
銅

7I
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よう、表札は目立つところに分か

りやすく出してくださるよう、ご

協力をお願いします。

なお、 12月15日（日）から24日

(火)の間に年賀状を出していただ

いたみなさんの中から、応募券に

より抽選(1月中旬ごろ）で『ずわ

いカニ」や『米沢牛』など、ふる

さと小包を1点プレゼントします

口高萩郵便局恋22-2100

郵便局では、 12月15日（日）から

年賀状の受け付けを始めます。年

賀状を元旦にお届けするためには、

12月24日(火)までに出していただ

くことが必要です。

その場合、年賀状は、できるだ

け「高萩市」 「茨城県」 「その他の

都道府県」の3方面に分けて、そ

れぞれ束ねてください。

また、正確に迅速に配達できる

|■調理師鱸迂出謹‐,!fJ" L j… : if頚寶ローンォ JⅡう,1J,J〃 f・言: tⅡ

f藍蕊金教育資溌糞衛 調理師業務に従事する人は、平

成9年1月15日(水)までにその届

け出の手続きをしてください。

■届け出の必要な調理師

・寄宿舎、学校、病院、事業所、

社会福祉施設、老人保健施設、

矯正施設、その他飲食物を調

理して供与している施設で調

理業務に従事している調理師。

・飲食店営業、喫茶店営業、魚

介類販売業、そうざい製造業

に従事している調理師。

■届出用紙日立保健所（随時)、

または旧高萩保健所（月．金

曜日の午後1時から4時ま

で）にあります。

口日立保健所衛生課

s0294-22－4188

この貸付制度は、年金積立金を

原資とした還元融資の一環として、

厚生年金保険や国民年金に10年以

上加入している人が、入学や在学

中の教育費を低利で借りることが

できる制度です。この貸付は、国

民金融公庫の一般教育ローンとの

併用もできます。

■融資金額（学生･生徒1人につき）

厚生年金保険加入中の人

･ ･･100万円以内

国民年金加入中の人

･･･50万円以内

■融資利率年3.4％(9月1日現在）

■返済期間 8年以内（据置期間

は在学期間内で最長4年）

□(社)茨城県年金住宅福祉協会

aO29-225-2946

のき

埜木禾
｡■【P

埜木

花を添

ました

狭き門から選ばれた埜木さんは、 12月16

日（月）から3日間、梅むすめの心得を学

び、 1年間の活動が始まります。

選ばれたときの心境は？ 「決まった瞬

間は、だだドキドキしていただけでし

た｣。今は？ 「うれしいというより、 こ

れから頑張らなくつちゃと思っています。
のだて

梅まつりに開かれる野点のために、茶道

を習います。仕事にも役立ちますので、

英会話も習いたいと思っています｣。趣

味は？ 「ドライブです｡特に海が好きで、

夏は海水浴へ。寒いけど冬の海もまたス

テキです｣。今やりたいことは？ 「いろ

いろなことに挑戦してみたいと思ってい

ます。今回の梅むすめも挑戦の一つで

す」と話す笑顔が印象的な埜木さん。来

年の2月20日(木)から始まる水戸の梅ま

つりでは、みなさんの案内役を務めます《

陶餓霞侭賃霊茨職禦
ー「

＊茨城県最低賃金

1日4， 843円

1時間 606円

＊発効･･･ 1 0月1日

口茨城労働基準局

狂()29-224-6211 各種商品小売業

層識蕊議蕊鍵霞議認癖蕊遥WL|役所の

年始の 日立税務署への問い合わせや相談は、直通電話をご利用ください。

帝…受け樹…報憲ど…層お尋ねや照会したい担当が不明のとき 吟
４
４
吟
吟

，
管理・徴収部門
a0294-21－6347

個人課税第一部門

納税証明書の発行や税金の納付相談、滞納整

理などについて
’
12月28日(土)から平成9年1月5日

(日)までは、年末年始の休みになりま

す。

でも、この期間中の午前8時30分か

ら午後5時15分までは、婚姻・出生・

死亡届けに限り受け付けます。

＊職員課内線262＊

所得税や個人の消費税の取扱い、法定資料の

提出などについて 冠0294-21-6348

個人課税第三部門

B0294-21-6351

法人課税第一部門

冠()294-21-6352

土地などを譲渡したときの税金や相続税、贈

与税の取扱いについて

法人税や会社の消費税、源泉所得税、印紙税、

酒税などの取扱いについてE醜
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産業別

鉄鋼業

精密機耐

倶製造業

倶製造業

云塞↓巳オマ

1日

5,580円

5,529円

5,513円

5,513円

1時間

698円

691円

689円

689円

発効年月日

8．12．21

8．12．22

8．12．22

8．12．22

＃

5,352円 670円 8．12．20

総務課

盆0294-21-6346
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■社会福祉協議会の山手地区

北支部の第9回親睦球技会

[とき］ 11月10日旧）

[会場］大心苑フライングディスク会場

[結果］ 個人 団体

口優勝西山友樹西山チーム

ロ準優勝川松良一堀「Iチーム

ロ第3位池村義見桑原チーム

〃
、
人
鞠；

蕊 灘
■第20回珂北高等学校

バレーボール大会
(敬称略）

[とき] 11月3FI旧)､4HU1) [会場］市民体育館､外

[結果］ 男子の部

口優勝勝田工業高等学校(20年連続）

口準優勝科学技術学園高等学校

口第3位日立工業高等学校

□ 〃 多賀高等学校

女子の部

口優勝日立商業高等学校

（3'年連続4度目）

口準優勝日立第二高等学校

口第3位那珂湊第一高等学校

□ 〃 太田第二高等学校

ユニークな自然生産活動

を行っている君田中学校で、

炭焼きのための新しい釜を △△
11月18日（月）に作りました。卸

この釜は二代|斗で、平成元fIこの釜は二代|斗で、平成元年に作られた釜が古く

なったために作り替えたものです。今|ロlの釜作りと炭

焼きの指導にあたったのが、鈴木さんです。

「子どものころ、 よく父親に連れられて炭焼きを手

伝わされましたから、その経験が生きて、今こうして

みなさんに教えることができるんですね。同じように

今日の体験は20年、 30年先のみなさんがきっと思い出

し、生かしてくれるものと思います。受け継がれたこ

とを守っていくのも、みなさんの役日でもあると思い

ます」 と鈴木さん。炭焼きは、生業としては昭和32年

ごろまで行われていましたが、今では、 自分の所で使

うだけのものを作っている人がいるだけです。

ー

■第16回高萩市民総合体育大会兼

第10回市民ケートボール大会

[とき］

[会場］

[結果］

11月19日 （火）

高浜運動広場

口優勝高萩長寿会
口準優勝秋山下長寿会A

口第3位萩友会

口第4位南松寿会

出米あがった釜は、 これまでよりも高く作られ、大

人が二人入れるほどの大きさです。 11月20日(水)には

火が入れられ、釜の中のナラやクヌギの木は1週間で

炭になり、 12月中に取り出されます。

がこ

乗の
せ上
らに

れ粘
て土
釜と

が砂
完で
成練
しら

まれ

すた
･土

Lし

■第16回高萩市民総合体育大会兼

第22回市民卓球大会

［とき］ 11月24日(日） ［会場］市民体育館

I藤シングルスボ碑
騨.囎雑寺…常

男子 女子

下llIHI光一阿内緑

住谷信二三瓶ミツエ

国井潤一小鍛冶愛子

ダブルス

男子

松本･小野組

大友･住谷組

下lll田･泰野組

女子

蛭田･鈴木組

阿内･木村組

三瓶･ﾉl鍛冶組

優勝

準優勝

第3位

… 縁…

鯉洲潅ど＃
さすさでのんそ勲
れ 。れ先おのれや
るそた頭か言ぞ褒
よし功にげ葉れ章
うて績立L5はの 、

藍職苦難
、道そ

てからちや同績市
いら感やそ音を民
まも謝社れにあ表
す引と会ぞ司げ彰
･き敬のれたら 、
続意発のくれ褒
きを展団さた賞
茂ご棒に体んみな

差1重121劃ありがとうございました
＊社会福祉協議会へ

、山口喜三郎さん（安良川) 100,000円

・ リサイクル・フリーマーケット実行委員会

『いろどり市」 14,000円

・むつみ手芸クラブ 3,000円

･青山政利さん（高戸) 100,000円

・東京電力㈱高萩営業所、関電工㈱日立営業所、茨城県電

気工事業工業組合常北支部 43,700円

・山之内製薬ラ．フェスタ （バザー益金) 77,350円

・全労済高萩地区共済会（バザー益金) " 10,000円

＊高萩中学校へ
しげとう

・日新堂時計店今川重遠さん（東本町） 掛け時計1個

「
山
肌
焼
き
で
一
番
大
事
な
の
は
、
土
選
び
。

山
へ
入
り
、
山
い
も
を
掘
る
よ
う
に
地
中
深
く

掘
り
、
粘
土
盤
を
探
す
ん
で
す
。
そ
の
粘
土
の

下
に
砂
の
層
が
あ
り
、
粘
土
と
砂
の
境
の
と
こ

ろ
の
土
質
が
一
番
適
し
て
い
る
ん
だ
よ
」
と
鈴

木
さ
ん
。
今
回
の
君
田
中
の
釜
の
士
も
、
長
年

の
経
験
と
勘
で
捜
し
当
て
た
土
。
き
っ
と
い
い

炭
が
出
来
る
で
し
ょ
う
ね
。
ヒ
ロ
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匙幽型“聖篭職"鞠ぅ掴。
この三本松はよく覚えています。現在

工事をしている新花員橋の手前の部分で、

この絵の右側は高萩サティの駐車場に

なっています。当時はこの絵のように周

囲は田んぼばかりで、樹高もあるこの松

は、かなり目立っていました。昔の陸前

浜街道の松並木の名残だと思いますが、

昭和15年から16年ごろに何かの事情で切

り倒されてしまいました。今では周辺の

様子がすっかり変わってしまいましたね。

鰯
発
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神永久米男さん
（高萩）
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